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燥
度

)ヾ米
粒
間
隙
の

温
度

)ヾ
の
牌
係
に
就
き
て

(
野

蚕

)

.

農
畢
紳
士

1
M
川

間 近

藤

村 常

太

保 郡

育

空

相
(伊

掛

軸
離

野

TG
7
7g
)

に

-

は
&=祁
-

卜
=-
ド
-

讐

て伐
米
の
水
貫

-

米
相
聞
節
の
脚
怖
澄

.,JS
襟

を

折
托
し
､
火

叩和
六
年

一
-

三
月

に
他
州

力
の
玄
米
準

1
取
米
.廿
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は
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瓶
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憶
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を
横
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七
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け
ろ
依
光
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含
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附
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末
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絹
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榔
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踏
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迎
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に
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結
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玄
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れ
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附
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す
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二
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基

1-
血
に
て
は
米
な
据
封
し
た
る
磁
分
な
る
か
性
敏
文
六
-
七
に
て
は
前
に
絹
ひ
し
試
料
な
は
二
斗
俵
に
入
れ
櫓
へ
て
介
確
に
置

き
逐
博
之
が
粒
間
防
の
紬
係
浪
波
及
米
の
水
分
を
削
べ
て
爪
音

S組
係
な
見
た
り
｡
測
定
力
江
は
是
迄

,F'同
じ
｡
昭
和
九
年
産
の
柵
力
､
雄

町
及
旭
軸
力
の
玄
米
を
悶
ひ
昭
和
六
年
七
月
1ii
七
日
よ
り
八
H
七
日
迄
に
宵
測
せ
り
｡
其
結
県
は
第
八
盤
の
如
し
｡

T

潮

＼｢
総

柄
米
q))Jt坤
坤
師
t.
米
簿
頭
第

0)
RT)諒
審
掃
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削

度
並
に
半
の
乾
性
控

と
米
桝
間
隙
の
淋
腔
と
の
尉~
係
に
就
き
て
L新
二
戟
)

i i ■



温
鮭
舵
に
米
の
成

規
岸
と
栄
粒
惜t
鯨
S
髄
腔
と
の
糊
係
に
就
き
て
(第
二
朝
.)

･

∴

俵
米
の
温
度
は
旅
氏
二
六
､
七
-
二
八
､
〇
腔
に
て
用
接
近
せ
る
粥
腹
な
り
r)
よ
り
て
温
促
は
錆
ん
.i,問
じ
き
も

SrJ)札
徹
し
て
米
S
水
分

含
丑
,[一米
松
間
隙
の
幽
係
娘
蛙
.rJの
紺
係
を

見
る
.し
､
米
り
水
分
合
範
か
大
rJ)な
る
に
従
ひ
て
規
則
正
し
-
米
松
間
の
淑
皮
は
大
p,)な
る
を

提
む
｡
こ
の
串
は
錨
に
密
封
せ
し
僅
敬
の
迎
合
p,)同
じ
｡

前
轍

の
密
封
せ
し
場
合
に
比
す
れ
ば
約
同

1
水
分
含
丑
及
同
温
波
の
成
合
に
儀
米
の
米
餌
糊
院
の
恨
度
が
多
少
粍
な
る
一ぜ
阻
む
｡

こ
れ
俵

に

ては
枇
削
除
の
水
分
が
外
気
,F'連
絡
し
あ
き
に
よ
る
な
り
.
さ
れ
だ
性
散
文
ニ
ー

五

は
寮
閉
せ
し
楊
A日の
桝
に
し
て
任
輸
≠
ハ六
及
七
は
閲

放
せ
し
場
合
の
例
',)見
る
べ
し
｡



責

施

其

七

前
任
槍
'(,同
じ
材
料
の
粗
末
に
つ
き
て
机
米
の
水
分
含
盤

3ヾ秒
枇
脱
折

の隠
搾
臓
度
'])の
眺
怖

性々
愉
し
た
り
｡
興
れ
る
水
分
の
帆
･<
を

二
斗
宛
版
に
入
れ
倉
植
Z
:に
出
き
て
時
々
温
度
及
浪
膿
を
測
定
せ
り
｡
凍
方
法
及
峠
制
も
性
敬
炎
六
ヾ
J閉
じ
｡

粗
米
は
州
力
､
雄
町
､
旭
軸
力
に
て
昭
和
六
年
七
月
什
七
日
よ
り
八
.iir
七
日
迄
に
塔
駿
す
っ

共
結
果
性
第
九
表
の
如
し
｡

恕

j
L
鮮

畢

米

(D
JF
JJ.,>坤
輸
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雷
辞
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敵
性
故
に
米
の
乾
燥
性
と
米
粒
聞
鯨

の
搬
度

と
の
跳

揃
に
就

き
て

∩
節
二
報
)



淋
挺
非
に
米
の
鼻

滋
と
米
粒
樹
鯨
の
節
度
と
の
棚
係
に
就
三

し
(飾
〓
報

)

二
s
l也

読

薯tj.

ー■ ー｣ 一 一 ト一 ト一I_ =⊃ ∈⊃ 企 み CAD ト一 一■ 一一C こコ ↓l
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-ー tC t-3 ト一 勺つ く工) C> --I .lL

tfS iS SB 法 皆 ti; 法 治 tB

棋
米
に
於
て
も
玄
米
に
於
･.T3
る
',,榊
し
｡
籾
米
の
.水
分
含
丑
か
何
州
す
る
に
従
ひ
て
柑
:3
陥
り
相
伴
朗
皮
は
仲
川
し
､
稲
著
聞
に
密
技
の

組
係
あ
り
,

考

一
~
米
の
水
分
含
丑
,F'米
松
間
断
の
相
棒
髄
腔

玄
米
,.1
て
･l
粗
米
に
て
･1
又
伐
米
に
て
ら
-
密
封
米
に
て
も
ー
米
∽
水
分
(A-;
加
が
婦
加
㌻
れ
ば
米
松
脚
僻
の
相
席
鵬
旺
紘
岬
帥
す
｡
而

し
て
蛇

11-･敗
へ
ら
れ
L
't勺
減
収
に
て
は
米
の
水
分
合
匙
も
米
fIr
聞
臓
の
幽
係
.%
絃
'[)の
帆
に
密
越
の
細
係
わ
る
可
き
な
り
｡
前
記
健
版

S



~ ｢

桔
紫
に
品
づ
き
て
種
々
の
磁
位
.)
於
:T3
一(･米
5
'糊
隣
仇
馳
怖
舶
度
ヾ
-混
米

の水
分
含
鹿
.,,S
帥
博

な
糠
む
れ
げ
弟
卜
康
の
.印
し
｡

軸
÷

鮮

記
持

川
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0
))Jtや
吟
仲
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温
陛
故
に
米
の
蛇
粍
ぼ
JL.米
･iE
冊
櫛
の
鞄
控
と
の
仰
係
に
就
き
て

L.妨
二
部
〕
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頚

飾

】

.

巷
j
]一

帯
q
..

遍
苦
lh
Q)澄

2

一

声
珊
&

7tGT)
砂

粒
(t
汁
y･)吋
執

序
t]

3

一

瀬
憩
苛

一i
甚
蘭
婆
や
訓
ヰ
知
頂
需

茄

の二
表
を
利
用
す
れ
ば
槍
寵
せ
ん
',,す
る
玄
米
叉
防
米
を
相
常
の
介
丑
だ
け
蝶
に
･:,i｡封
し
て
共
時
の
温
度
及
軌
間
の
腺
腫
を
測
れ
ば
米

の
水
分
は
大
嶋
訣
IId
L
柑
べ
し
｡

儀
淡
に
て
は
外
囲
の
影
響
を
受
-
ち
か
故
に
密
封
の
場
合
よ
り
異
る
な
発
か
れ
す
｡
例
へ
ば
外
屈
舶
潤
せ
る
姦
嵐
な
る
時
は
聞
隙
の
粘
度

は
米

の水
分

の剖
合
に
i<
..5
る
べ
-
~
放
射
に
外
閤
乾
性
せ
る
時
は
相
関
の
淋
蚊
は
米
の
水
分
の
割
合

に
小
な
る
こ
rJJあ
る
べ
き
か
｡
瞥
擬

丈
六
の
材
粁
に
よ
り
て
俵
米
の
水
分
含
恩
P,-粒
闘
関
の
相
伴
肘
皮
'/)の
㈲
係
を
見
れ
ば
第
十

1
表
の
如
し
｡

瀬

†
1

鮒

X
U
/J7k
坤
諦
姉
川
jK･野
蚕
覇

0)霞
1
諏
豪

商

川

0
)
軍

需

iR
掃
2
6
.7
-

2

8｡C



萎
e･･
葺

j).
零
ご
挿
管

℡)J
g)
苫

第
卜

i
末
々
は
第
卜
表
に
封
服
す
る
に
位
間
碗
腔
六
'k
fI
八
〇
%
~
水
分
含
n砿

1
三
-
一六
%
の
穐
胤
に
て
は
近
似
せ
ろ
血
多
き
が
故
に

索
封兼
の
炎
を
ば
俵
米
に
適
叩

'･,-ろ
ら
米
S
乾
晩
柁
な
大
約
藍
止
す
ろ
こ
'[しな
件
べ
し
｡

二
､
浪

庇

S

樽

過

勤

米

,S水
分
告
虫
S
柵

加
に
坪
ひ
て
抑
制

S
胸怖
渦
度
は
碗
氏
等
慢
上
り
上
る
一｣
稚
ひ
て
-i)｡め
い
刷
抑
姦

-
し
.
止
る
温
げ
恥
時
に
=3

小
の

池波
を
ポ
L
Z
よ
り
温
度
が
昇
る
に
維
ひ
臓
皮

も
上
る
々
見
た
り
O
此
堪
合
の
品
性
浪
度
を
触
皮
6
雌
雌
瓢
r,,す
｡
而
し
て
此
緒
必

乱
は
米

S水
分

t13少
な
き
場
合
に
は
比
JE嘆
的
低
温
ー二
位
し
て
水
分
が
多
-
な
る
に
錐
ひ
て
轄
畿

Aq
は
出
は
溢
伎
拓
き
桝
.J
あ
り
｡
第
十

立
に
よ
れ
ば
水
分
告
丑

S

漣
化

に
件

ふ

て
的
場
瀕
鹿
川
捲
廻
す
ろ
過
哩
は
次

の
St:し
0

灘
十
日
鮮

米

F)
Tk
rJT
押
棒
川
苗
¶盟
買
電
東
商

0)藩
底
哲

軌匿
北に
米
の
成
媒
隆
と
米
糾
問
鯨
の
担
酸
と
の
脇
係
に
就
き
て
(第
二
雌
)

1
L=.ヒ



弧
雌
非
に
米
の
乾
燥
艦
と
米
抑
附
隙
の
山
荘
と
の
舶
係
に
此
き
て
(薪
〓

顎

)

第

】
柑
'1
陀
し
た
･Ja
幡
姻
鮎
リ

位
逆
は
旭
仰
山
や
t
に
枇
き

てな
る
が
的
紀
は
旭
州
カ
ー
州
カ
､
虎
雄
町
叫
中
均
な
り
rrJ寸
.

≡
.
玄
米
'F'粗
米

､)の
比
松

岡

1
温
度
ー
同

.L
水
分
47=
求
り
米
に
て
は
玄
米
prt粗
末
',)
に
於
て
軌
間
の
紬
僻
牌
皮
の
帆
係
は
如
何
な
り
や
な
第

l
報
に
て
寄
掛
し
た

ち
に
恥
省
の
甜
係
な

肌
舷
に
す
る
こ
TJ)櫨
は
ぎ
り
L
U

故
に
第
十
表
の
甲
､
乙
を

比
較
す
る
に
桝
米
に
放
て
i=>.米
に
於
け
ろ
よ
り
も
瀕
肢

の
大
な
る
棚
倉
あ
り
父
反
っ
て
小
な
る
越
合
あ
り
戒
は
鵬
衆
目甘
し
き
腐
合
も
あ
り
て
決
し
て

i
定
す
る
こ
P,,な
き
な
認
ひ
｡
同

一
水
分
の

米
な
∴
ほ
籾
殻
杓
の
米

S水
分
が
玄
米
よ
り
･J
大
な
る
蚊
に
白
か
ら
枇
F:
腺
腫
-
大
.F'な
れ
,.;)史
粗
末
に
て
は
粉
閉
脚
が
大
な
る
絡
め
に

粕
よ
り
水
分
年
目日
照
に
出
す
畔
に
附
肺

S由
比
は
lb
つ
て
小
rJ)ち
.O

ベ
-
､
相
隣
よ

り
相
が
水
分
を
吸
収
す
る
畔
に
は
間
隙

S
鵜
庵
は
叉

反
っ
て
大
人す
り
べ
し
｡

か
-
牧
雅
な
る
幽
係
.1
よ
り
て
玄
米
'F'粗
米
F')の
矧
に
糾
=3
漁
肢
に
二
は

S相
棒
は
存
在
せ
.L･Jる
-･
S
,,,解
す
べ

き
か
｡

四
ー
小
菅
.↓
無
l+J
.I)･S
比
較

机
米

Sで
の
有
無
絃
敬
相
即
隙
に
大
小
な
邦
llす
が
故
に
紺
仰
隙
の
淋
比
に
茸
輿
な
兆
だ
す
べ
し
｡
第
七
表
に
て
軸
力
rr.嘩
即
,,)な
比



擬
し
又
第
九
表
に
て
紳
･,7
,,t雄
町
,,,な
比
較
す
る
に
水
分
竜

一
〇

%

S
城
な
ぞ
除
-
の
外
大
多
掛
の
旗
合
に
耐
力

の
払
米
が
雄
町
の
粗

米
よ
り
.tI
基
相
聞
gh;肢
の
i<
な
る
を
見
た
り
｡
之
を
瀧
.
;-j
せ
ん
に
糾
～.1
は
腫
ど
な
る
故
に
柑
間
隙
は
小
に
し
て
雄
町
は
布
菅
な
る
続
に
粉

川
_桁
は
人
な
り
｡
粉
間
隙
か
小
な
る
畔
は
位
よ
り
出
づ
ろ
水
分
に
て
容
易
に
地
政
が
商
怠
り
'
-.a
i削
除
の
人
な
.(.畔
は
紬
よ
り
出
つ
る
水

分
に
て
淑
度
な
病

む

る
こ
',)少
な
L
r,77号
か
叩
き
か
｡

更
に
附
光
を
晋
す
O

五
､
秒
の
大
小
の
比
較

第
山ハ表
に
於
て
水
分

i
八
%
､
二
〇
%
の
米
に
て
は
耐
力
S
相
川
水
腫
か
雄
町

uJ枇
開
場
皮
よ
り
も
大
な
る
か

毘

た
り
｡
及
第
八
女
に

於
て
ら
温
妓
約
旗
氏
≠
八
度
の
時
紳
月
が
雄
附
よ
り
も
北
枇
W
軸
椎
の
鵜
に
大
な
る
々
見
た
わ
｡
然
る
に
第
六
表
に
於
て
水
分

tC
)
%

･
-

一
六
%
に
て
は
反
射
な
り
.

茄
の
畔
性
を
滋
-5
せ
ん
に
仰
山
は
碓
町
よ

り
-
一枕
が
小
iよ
る
故
に
多
分
粕
間
隙
･･T
比
校
的
･SL

な
-
排
倒
せ
ら

け
し
な
る
べ
L
O
又
細
面
は
大
な
り
O
故
に
温
良
満
き
か
戊
は
水
分
L･1=.g
多
き
儲
合
に
米
よ
り
水
介
が
関
節
に
逸
出
.-
ろ

場
合
に
は
関
節

S搬
皮
は
堺
易

に
大
rJJな
る
ペ
し
0
之
れ
跡
T･刀

恥
枇制
鵬
舷
の
大
な
る
軌
以
な
る
ペ
L
O
之
に
反
し
て
米
の
水
分
伶
凪
小
に
し
て
糊
従
よ

り
反
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